
偉大なキャンプ長との
出会いが人生を決めた
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Takeda Ken

元神戸ＹＭＣＡ 余島キャンプリーダー
元関西学院大学学長、元理事長

元同大学・高等部
アメリカンフットボール部監督

▼ 今井鎮雄キャンプ長との出会い
　関西学院の高等部時代から今井先生に連れられ、山中湖のハイＹキャンプに行き、大学
生になったらリーダーになりたいと思っていました。当時のリーダーはみんな今井先生の
一本釣りでした。キャンプを知っている大学生なんかほとんどいなかったでしょう。
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▼ 余島キャンプと今井キャンプ長
　今井先生からリーダーとして訓練を受け、先生が米国で勉強してこられたばかりの グルー
プワークという指導法にあこがれ、先生のようになりたいと思うようになりました。
　余島キャンプは 1 9 5 0 年にスタートしましたが、1953 年には 11 泊 12 日の長期少年キャ
ンプを始めたのです。グループワークを指導法の中心においた余島キャンプでは、グルー
プ活動と平行してキャンパー個々の成長に取り組むことが強調されました。
　先生は「グループは、メンバー個人の成長のためのもの」だと説かれました。



　子どもたち同士の関係性、リーダーの関わりの中から成長していく子どもたちの姿。それ
を見つめる今井先生のまなざしや行動、そして先生の言葉によってさらに刺激が与えられま
した。それを目の当たりにした私たち学生リーダーは先生の教えに傾倒し、その実践に必死
で取り組みました。わたしは「先生のようになりたい」と思い、ついには大学３ 年の時に
関西学院大学で社会事業学科が誕生したのを機会に転学科をしました。そこでは、今井先生
がグループワークの講義を持たれていたからです。こうして、キャンプでも大学でも先生の
ご指導を受けました。

　関西学院では教育学の大学院へ進みましたが、私の関心は常にグループワークにありまし
た。大学の恩師たちの勧めもあり、北米の教会の留学試験を受け、カナダのトロント大学の
社会福祉大学院で念願のグループワーク専攻に入学しました。英語は多少読めても話せない
聞けない留学生活でしたが、余島キャンプで身につけたグループワークの実践が大いに役立
ちました。
　博士課程ではグループを構成する個人に焦点を当てて勉強したいとミシガン州立大学のカ
ウンセリング心理学専攻にゆきました。ここでの勉強は一般の臨床活動だけでなく、キャン
パーの理解とどう接するかに役だったと思います。６ 年半という長い留学生活になりました。
その間、社会福祉とカウンセリングの勉強に明け暮れていましたが、夏は必ず子どものキャ
ンプに参加してリーダーをしました。
　ＹＭＣＡのキャンプだけではなく、身体障害児や貧困家庭の子どものキャンプ、また超リッ
チな子どもキャンプのリーダーも経験しました。博士論文はキャンプで子どもの「対人認知」
について実験と調査をおこない書きあげました。大学院で習った調査法や統計学を実践に生
かせた最初の経験でした。

▼さらなる知識を求めて北米へ → もっと勉強をしたい

▼帰国

　日本へ着いたら最初にしたかったことは余島キャン
プに行くことでした。神戸港から船とバスを乗り継い
で対岸から見る懐かしの余島キャンプです。途端に大
粒の涙が流れてきました。昔ながらの渡し船でキャン
プに着くと、恩師の今井先生が迎えて下さいました。
　「ただいま」も「帰って来ました」も声にならずた
だ泣きながら先生と握手をしたのです。食堂へゆくと
大勢の子どもたちがキャンプソングを大合唱していま
した。わたしがリーダーだった頃と変わらないキャン
プライフがここにありました。世代を超えても受け継
がれる、心の古里とはまさにこのことだ、と思いまし
た。



1 9 3 2 年　東京生まれ　関西学院大学卒業
1 9 5 6 年　関西学院大学大学院 教育学専攻修士課程修了
　　　　　カナダ・トロント大学大学院社会福祉専攻終了 (M.S.W）　　
1 9 6 2 年　米国ミシガン州立大学大学院
                       カウンセリング心理学専攻修了 P h .D .
1 9 6７ 年　関西学院大学・高等部アメリカンフットボール部監督
　　　          １８年間に全国優勝 1 3 回
　　　　　 関西学院大学社会学部長、同大学学長
１９９２年　関西学院大学理事長 ( ～ 2001 年）を歴任
　　　　　

武田　建　Profile

▼リーダーのお役に立ちたい
　帰国して母校関西学院大学で社会福祉とカウンセングの教員をしながらアメリカン
フットボール部の監督という二足の草鞋を履く羽目になった私でしたが、何とかやりく
りをして、短い期間ですが夏休みには余島キャンプへ行きました。歳をとった私にでき
ることは、直接子どもたちに関わることではなく、リーダーが書いた子どもたちとグルー
プの記録をひたすら読み、赤鉛筆で励ましのコメントを書き、対応策をメモすることで
した。昼寝の時間には各キャビンにプログラムのリーダーをおくって、キャビンリーダー
を集めて、子どもの行動について話し合ったり、困っているリーダーを支えたり励まし
たりする、サポートの時間をつくりました。
　でも、歳をとっても子どもと遊びたい私は水泳の時間に水に入りたがらない子どもを
集めて、砂浜で遊びながら、毎日少しずつ水に近づくゲームをやって楽しみました。
　歳をとってから、キャンプに行ってリーダー達と子どもやグループについて話し合い
もしました。リーダーの成長は子どもたちの成長につながります。リーダー達はやがて
社会人となり、家庭を持って自分の子どもを育てるようになります。自分の子どもが巣
立ったら、社会や家庭での経験と知識を携えてキャンプに帰ってきて、第一線で身体を
張って子どもたちの世話をするリーダーを後ろからそっと支えてくれるならば、リーダー
たちにとっては大きな励ましになるでしょう。わたしがそうした働きができたとしたら、
私を導いてくださった【偉大なキャンプ長】への恩返しになるのではないかなと思うの
です。

1 9 2 0 年　東京生まれ。同志社大学卒業後、
1 9 4 6 年　灘購買組合勤務。
1 9 4 8 年　神戸ＹＭＣＡ主事
1 9 6 3 年　神戸ＹＭＣＡ総主事
　　　国際ロータリー元理事、頌栄短期大学元学長、啓明学院元理事長 
　　　兵庫県教育委員、神戸市社会福祉協議会元会長、兵庫県青少年本部
　　　理事長など公職多数
　　　余島キャンプ開設に尽力し、初代キャンプ長として子どもたちの
　　　成長を見守り続けた。
2 0 1 4 年 1 1 月永眠。

“偉大なキャンプ長”　 今井 鎮雄　Imai Shizuo　Profile


